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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

村づくり元年

生涯教育の充実

市浦村長 二 重   貢

新

年

お

め

で

と
う

ご

ざ

い
ま

す

。

輝

か

し

い
新

春

を

迎

え

る

に
あ

た

り

、
皆

様

の

ご
多

幸

を

心

よ

り

お

あ

り

ま

し

た

役

場

庁

舎

の
竣

工

と

と

も

に

、

木

造

建

築

物

で

は

日
本

モ

デ

ル
施

設

が

併

設

さ

れ

る

こ
と

と

し

て
昨

年

暮

れ

か

ら

建

設

を

進

め

て
き

た

地

域

活

性

化

セ

ン
タ

ー

め

ざ

し

た

「
村

づ

く

り

計

画

」

も

な

っ
て

い
ま

す

。

こ
れ

を

契

機

に

本

年

を

「
村

づ

く

り

元

年

」

と

位

置

づ

け

、

行

政

は
住

民

の
も

の

で

地

域

振

興

の
原

点

は

、

新

し

い

校

の
建

設

準

備

に

も

着

手

し

ま

す

．

業

化

等

に

も

積

極

的

に

取

り

組

む

村

民
皆

様

の

ご

理

解

、

ご
協

力

上

げ

ま

す

。
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新
年
あ
め

で
こ
う

こ
ざ

＝
ま
す

埜
名
刺
交
曇

忍
耐
強
い子

ど
も
に

安 保 豪 夫

を

テ

ー

マ
に
展

開

す

る

行

政

の
中

一利
存

・・Ｔ格
ど
氏
・
４枠
で
　
　
一一「
腱７
は″嶽蠅講』
諄』

成 田 義 衛

住
み
よ
い村

づ
く
り

搬工藤誠一郎　　・　　　　　一

昨

年

五

月

に
再

任

を

得

ま

し

た

が

若
人
に
希
望
を

無熱暉辮

新
年
早
々
に
、
村
議
会
議
員
の

上地姉Ｆ価副鶏れ（̈い　　　一「一け疇一［』一一』̈一

一̈一

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
　
　

ｃ́
お
り
ま
す
の
で
何
半
よ
ろ
し
く

育
て
る
漁
業
で

所
得
の
向
上
を

工

事

も

完

了

し

、

い
よ

い
よ

本

格

事

で
す

が

、

漁

場

の
管

理

な

ど

で

山 田  伝

信
頼
さ
れ
る

消
防
署
に長

也
陪
哲

漸
藤

市
佐

職

員

一
同

心

を

新

た

に
業

務

遂

行

長
期
計
画
に

創
意
と
工
夫

活

力

の
あ

る

む

ら
づ

く

り

な

小笠原 金 道
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生
活
設
計
の相

談
に

安

束

文

化

等

、

全

国

的

に
注

目

さ

職

員

一
同

考

え

て

お

り

ま

す

。

藤 田  功

知
恵
を出

し
合
お
う長

雄
闘
成

郵
島

四
月
か
ら
は

国
債
も
販
売

謹

ん

で
新

年

の
御

祝

詞

を

申

し

居

な

が

ら

に

し

て
全

国

各

地

の
名

る

さ

と
小

包

。

益

々
便

利

に

な

っ

も

販

売

し

ま

す

。

総

合

保

障

の
簡

三 和 孝 徳

地
域
ぐ
る
み
の

教
育
を響コ

多
十

福

て
き
ま
し
た
。

「
十
二
の
砂
山
」

を
強
め
る
た
め
の
学
校
行
事

へ
の

ご
招
待
等
は
、
昨
年
以
上
に
心
を

相
内
小
の
伝
統

発
展
の
た
め
に

が

挙

げ

ら

れ

ま

す

。

い

は

謙

虚

、

い

は

勤

勉

、

日

は

清

楚

で
す

。

和

二

十

二

年

、

第

一
回

卒

業

生

以

横 山  長

国
際
人
た
る

日
本
人
に

を

深

め

ま

し

た
。

生

徒

も

大

変

喜

と

に
招

き

、

二

十

一
世

紀

に
生

き

高 橋 敬 一

充
実
の

一
年
に

指

し

た

「
し

う

ら

」

の
村

づ

く

り

理

と

運

営

の
面

で

、

地

域

住

民

の

佐 藤 佐 吉

学
校
教
育
を

支
え
る
地
域

う
な
物
理
的
関
係
に
あ
る
。
こ
の

今    真

謹
ん
で
新
年
の
お
祝
詞
を
中
し

の
計
は
、
人
を
樹
う
る
に
如
く
は

○
か
る
ま
で
が
ん
ば
る
脇
小
の

子
、
③
び
き
び
と
明
る
い
脇
小
の

子
、
③
の
ご
と
を
き
ち
ん
と
や
る

脇
小
の
子
、
②
も
に
き
た
え
る
脇

終

計うえ
を這
願

♂留導野0て



の
観

光

振

興

に
大

き

な

実

績

と

可

こ
れ

ら

観

光

施

設

は

、

単

に
観

光

に
携

わ

る

者

だ

け

に

と

ど

ま

ら

ず

、

地

域

住

民

の
効

率

的

な

活

用

観
光
施
設
の

効
率
的
活
用
を

十

三

湖

中

の
島

を

中

心

と

し

た

プ

リ

ッ
シ

パ
ー

ク

構

想

や

安

東

文

化

の

ふ

る

さ

と

づ

く

り

は

、

本

村 若 山 恭 次

和
を
モ
ッ
ト
ー
に

よ

く

「
天

の
時

は

地

の
利

に
し

ず

」

と

申

し

ま

す

が

、

何

事

も

人

の
和

に

よ

っ
て
成

就

さ

れ

る

こ

と

を

肝

に
銘

し

、

地

域

を

よ

く

す

る

た

め

に

″
昇

竜

″

の
年

を

機

に
村

駆銀
義

納狸
田成

村

で

は

い
ま

、

地

元

の
歴

史

や

た

「
安

束

の
里

」

づ

く

り

を

進

め

道
を
拓
け
る

人
間
の
育
成

新

春

の

お
慶

び

を

申

し

上

げ

ま

す

。

旧

年

中

は

、

野

球

部

の
全

国

大

会

出

場

な

ど

村

民

各

位

か

ら

暖

ま
す
。
地
域
に
と
っ
て
相
内
分
校

籍禽雰震表讀
橋 本 守 美

人

人
が村

の
礎

に
感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。

る

村

民

一
人

一
人

の

ご

理

解

と

ご

協

力

の
上

に

立

っ
て

、

犯

罪

の
な

い
明

る

い
地

域

づ

く

り

を

目

指

し

広

精
一
沢熊

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

龍
年
を飛

躍
の
年
に

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

安
束
の
ふ
る
里
我
が
市
浦
村
は

年
々
観
光
客
も
増
え
、
駐
在
所
で

扱

う

他

県

の
人

の
事

故

や

地

理

教

唐

川

城

跡

の
小

丘

か

ら

の
眺

め

世

の
人

々

が
美

し

い
自

然

に

め

ぐ

や

表

現

で
新

年

を

迎

え

た

の

か

と

今

年

は

龍

年

、

皆

様

に

と

っ
て

高 木 恭 正

新
春
に
思
う

く
感
し
、
会
う
人
達
の
顔
も
心
も

そ
れ
ぞ
れ
新
年
に
向
っ
て
意
を

八木澤 良 蔵

お年玉
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遊
歩
道
ｏ
四
阿
（山
王
坊
）

櫓
門
（福
島
城
跡
冨
π
成

公

衆

便

所

な

ど

を

建

設

、

山

工

坊

ｉ

ｔ
ｌ

卜

づ

く

り

を

手

が

け

て

き
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∩
蒻
静ギ
」
鯉
訓
劃
引
剖
川
「
）

友好を温め資流0輪広げる

「
奥

州

藤

原

三

代

ゆ

か

り

　

平

　

　

泉

町

で

開

か

れ

、

本

村

か

ら

は

三

泉

サ

ミ

ッ

ト

」
が

、

十

月

十

七

日

、
　

重

貢

村

長

は

じ

め

、

豊

島

勝

蔵

村

奥州藤原三代ゆか り

平泉サ ミットに8市町村

場

会

議

室

で

サ

ミ

ウ
ト

会

議

が

開

．　

一一
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'あ

藤

原

清

衡

が

奥

州

の

ほ

ぼ

中

央

て

以

来

、

ほ

ぼ

百

年

間

に
わ

た

っ

て
平

泉

は
奥

州

の
政

治

の
中

心

都

市

と

し

て
繁

栄

を

と

げ

、

仏

教

文

平

泉

文

化

の
特

徴

は
①

そ

れ

ま

た

は
ず

の
地

域

に

お

い
て

、

当

時

最

も

進

ん

だ

仏

教

文

化

を

出

現

さ

せ

た

こ

と
。

②

東

北

が
唯

一
の
産

金

地

だ

っ
た

経

済

上

の
優

位

性

を

出

し

た

こ

と
。

③

地

方

文

化

と

し

て
最

高

の
も

の
を

創

り

あ

げ

た

こ

六

十

一
年

に

は

、

三

代

秀

衡

公

ら

、

秀

衡

公

そ

し

て
彼

を

追

う

よ

う

に
悲

惨

な

最

期

を

遂

げ

た
義

経

「
藤

原

秀

衡

公

、

源
義

経

公

、

武

蔵

坊

弁

慶

八

百

年

特

別

大

祭

」

を

強

大

な

熊

野

水

軍

を

率

い
て

活

躍

衡

は

熊

野

三

山

に

こ
と

の

ほ

か

信

地
で
、
そ
の
昔
、
白
山
信
仰
に
帰

依
し
た
秀
衡
は
上
下
三
体
の
仏
像

体
が
、
白
鳥
町
石
徹
白
に
現
存
す

る
虚
空
蔵
菩
薩
像
で
あ
る
と
伝
え

滝
神
社
の
延
年
は
、
毛
越
寺
、
中

尊
寺
と
と
も
に
日
本
の
三
大
延
年

と
い
う
べ
き
貴
重
な
無
形
文
化
財

秀

衡

の
妹

、

徳

姫

が

こ

の
地

の

豪

族

岩

城

公

に
嫁

ぎ

、

白

水

阿

弥

陀

堂

を

建

立

し

ま

し

た
。

こ

の
規

模

構

造

は

、

金

色

堂

と

同

時

代

の

の

と

し

て

貴

重

な

文

化

史

の
明

証

義
経
東
下
り
の
際
、
北
の
方
が

に
も
書
か
れ
て
お
り
、
瀬
見
温
泉

後

、

秀

衡

の
妹

″
徳

の
前

″

を

守

や

が

て

、

三

十

六

人

衆

を

組

織

し

東

北

の
界

港

と

い
わ

れ

た

ほ

ど
繁

栄

し

た

酒

田
港

の
発

展

に
務

め

た

同

町

に
あ

る

栗

原

寺

（
り

つ
げ

い
う

べ
き

寺

で
あ

り

、

秀

衡

一
族

が

遠

く

京

か

ら

落

ち

逃

び

て
き

た

津
軽
十
二
湊

⌒十
三
湖
）
を
中

心
に
栄
え
た
蝦
夷
管
領
、
安
東
氏

本
貫
の
地
で
、
伝
承
に
、
安
東
氏

三
代
市
浦
城
主
太
郎
氏
季
に
男
子

に
秀
栄
）
を
養
子
に
迎
え
城
主
に

美

濃

白

鳥

は

白

山

へ
の
東

の

入

　

　

　

藤

原

氏

が
頼

朝

に
滅

ぼ

さ

れ

た

奥
州
藤
原
三
代
ゆ
か
り

。
平
泉
サ
ミ
ッ
ト

『土
ハ　
　
ｍ
円　
　
一旦
　
　
一一一面
』

本
日
、
和
歌
山
県
田
辺
市
、
岐
阜
県
白
鳥
町
、
福
島
県
い
わ
き

市
、
山
形
県
最
上
町
、
山
形
県
酒
田
市
、
宮
城
県
栗
駒
町
、
青
森

県
市
浦
村
及
び
岩
手
県
平
泉
町
の
首
脳
が

一
堂
に
会
し
、

「奥
州

こ
れ
ら
の
市
町
村
は
、
今
を
去
る
八
〇
〇
余
年
前
奥
州
藤
原
氏

と
深
く
か
か
わ
り
を
持

っ
た
地
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト

で
八
〇
〇
余
年
前
に
結
ば
れ
た
き
ず
な
を
基
と
し
て
互
い
に
友
好

を
温
め
な
が
ら
教
育
、
文
化
、
産
業
の
交
流
を
図
る
た
め
の
友
好

都
市
提
携
を
誓
い
、
ゆ
か
り
の
意
義
を
大
切
に
し
、
「
ふ
れ
あ
い
」

を
契
機
に
、
今
後
参
加
市
町
村
は
共
通
の
目
標
で
あ
る
二
十

．
世

紀
に
向
け
て
の
進
展
と
、
住
民
の
生
活
文
化
の
向
上
を
互
い
に
努

な
お
、
再
び
首
脳
が
親
し
く
会
議
を
す
る
た
め
の
第
二
回
サ
ミ

ツ
ト
の
開
催
は
、
今
後
関
係
市
町
村
が
協
議
の
上
決
定
す
る
こ
と

以
上
宣
言
す
る
。

穂 三 二 相 中 中 三 生

積 重 浦 馬 村 田 島 駒

昭  弘 大  武 重 啓

慈 貢 彰 作 仁 雄 郎 三
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福
祉
は
″共
有
財
産
″

与
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
＜

創
り
上
げ
る
福
祉
も

と
も
に
生
き
る

明
る
い
福
祉
の

村
づ
＜
り
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市
浦
中
豊
一年

〓
一
和

二員

道

不
安
と
あ
せ
り
の
中
で

必
要
な
心
構
え
、
責
任
あ
る
態
度
、

し

て

、
各

地

区

ご

と

に
訪

問

し

て

何

ら

か

の
事

情

で

日
常

生

活

を

営

養

護

者

の
得

ら

れ

な

い
場

合

と

さ

事

の
世

話

、

衣

類

の
洗

濯

、

つ
く

ろ

い
、

住

居

等

の
掃

除

、

整

理

・

い
物

、

通

院

介

助

、

生

活

身

上

に

い
と

き

は

、

申

請

書

を

提

出

し

て

家庭奉仕員
和 嶋 タマヱ
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か

つ

て

「
洸

惚

の

人

」

と

い

う

小

説

ガ

ベ

ス

ト

セ

ラ

ー

に

な

り

、

最

『

け

囃
ず

「
磁

Ш

秦

螂

¨

痴ちめ

暑

社

「

門

融

¨

］

【

¨

は

“

養

一

た

。

こ

れ

高

齢

化

社

会

の

到

来

に

伴

い

、

老

人

の

痴

果

は

他

人

事

と

は

言

つ

て

い

ら

れ

な

い

深

刻

な

問

題

に

な

り

つ

つ
あ

り

ま

す

。

し

か

し

、

痴

果

に

つ

い

て

の

情

報

が

乏

し

＜

、

痴

呆

性

老

人

に

対

す

る

誤

解

や

偏

見

は

い

ま
だ

に

根

強

く

残

っ

て

い

ま

す

。

人

生

八

十

年

時

代

を

迎

え

、

わ

た

し

た

ち

は

痴

果

に

つ

い

て

の

正

し

い
知

識

を

身

に

つ

け

て

お

く

必

要

が

あ

る

と

い

え

る

で

し

よ

う

。

こ

こ

で

は

、

痴

果

の

症

状

や

特

性

を

み

な

が

ら

、

介

護

の

基

本

や

痴

果

の

予

防

に

つ

い

て

考

え

て

み

ま

し

た

。

は

脳

の
老

化

に
伴

う

現

象

で

、

病

く

物

忘

れ

を

し

た

老

人

が

、

冗

談

と

言

う

の
は

、

モ

つ
し

た
老

化

現

象

に
よ

る
記

憶

力

の
低

下

が

原

因

ま

ま

で

の
知

能

な

ど

が

比

較

的

短

［
一
¨
一
一
』
中
一
い
］
中
［
］

　

　

一

一

¨

一

一

一

一

¨

『

¨

¨

一

枷

だ

れ

で
も

年

を

と

れ

ば

、

物

忘

　

　

原

因

が

異

な

り

ま

す

。

は
、
主
に
脳
卒
中
な
ど
に
よ
っ
て

起
こ
る
も
の
で
す
。
こ
の
場
合
は

馨
□

過

去

の
思

い
出

の
世

界

や

幻

想

の
世

界

に
生

き

て

い
る

痴

呆

性

老

恐

怖

感

、

焦

燥

感

、

孤

独

感

な

ど

の
感

情

機

能

は

、

比

較

的

保

た

れ

痴

果

性

老

人

に

接

す

る

上

で
大

ま

ま

の
姿

を

受

け

入

れ

る

」

と

い

教

な

ど

を

し

が

ち

に
な

り

ま

す

。

す

る

こ

と

も

重

要

な

ポ

イ

ン
ト

で

-139
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青竜が住んでいたという大沼。後方は唐川城跡。

葛

　

西

安

十

郎

巻

き

な

か

ら
中

山

連

峰

の
中

腹

に

　

　

　

　

　

　

　

（
村

史

編

纂

委

員

）

①

嫁
貫
わ
ば
親
貰
え
　
．Ｉ
は
親
力

嫁
ど
鍋
は
古
ぐ
な
る
程
狡
ぐ
な



今
年
は
辰
年

一家一　‐‐‐‐‐‐‐―――‐‐‐‐‐‐‐―族一一一一一一一一一一一一瑚
一」鱗一計，
　　一̈い̈一『一一̈」一一一一

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
ぜ
ひ
そ
の
中

編

集

室

ぼ <た ち 今 月 満 1歳

昨年 1月 生 まれは |ま くた ち 2人 だ けで した。

満 1歳 を迎 え るぼ くた ち元 気 ‐杯です。

本

村

弘

伸
さ
ん
早
こ

長
男

智
　
久
ち
ゃ
ん

葛

西

達

也
き
を

脇
３

長
男

俊
　
介
ち
ゃ
ん


